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藤田医科大学医学部総合アレルギー科（ばんたね病院）

矢 上 晶 子

1. は じ め に

藤田医科大学は，1964年（昭和39年）に故・藤田啓
介総長により学校法人藤田学園が設立され，名古屋保健
衛生大学，藤田学園保健衛生大学，藤田保健衛生大学と
改称を経て，2018年（平成30年）10月，大学創立50周
年を機に藤田医科大学へと改称された。
附属病院（教育病院）は，藤田医科大学病院（第1教
育病院・豊明市），ばんたね病院（第2教育病院・名古屋
市），七栗記念病院（第3教育病院・三重県津市），岡崎
医療センター（第4教育病院・岡崎市）と4つあり，最
先端医療から終末期医療まで，幅広い領域の医療を行っ
ている。本年開院した岡崎医療センターは，開院前に新
型コロナウイルス感染症患者の受け入れを行ったことで
広く知られることとなった。
本学は，医学部以外に医療科学部（医療検査学科，放
射線学科，臨床検査学科，臨床工学科，医療経営情報学
科），保健衛生学部（看護学科，リハビリテーション学
科）を併設する医療系総合大学である。また研究も盛ん
で，医学部設置と同時期より，基礎および臨床医学なら
びにパラメディカルな領域を有機的に統合し，国際水準
の医学とその関連領域の研究を総合的に推進することを
目的として，研究専門の機関である総合医科学研究所が
設立されている。
総合アレルギー科が診療を行うばんたね病院は，財団

法人坂文種報徳会が医療救済・社会福祉事業を目的に戦
前に開院し，1971年（昭和46年）に藤田学園に運営が
移行された病院である。大学病院としての高度かつ安全
な医療を提供するとともに地域医療ネットワークの拠点
として地域に根ざした医療の取り組みを展開している。
同病院には，2017年（平成29年）5月に藤田医科大学総
合アレルギーセンター（http://www.fujita-hu.ac.jp/general-
allergy-center/index.html）が設置されている（Fig. 1）。
アレルギー疾患患者数は年々増加傾向にあり，昨今
では香粧品の関連した食物アレルギーなど発症機序も
多様化しており，その対応を目的として2014年（平成
26年）にアレルギー疾患対策基本法が成立，翌2015年
（平成27年）に施行されている。アレルギー疾患医療に
対する拡大する期待に応えるため，藤田医科大学総合ア
レルギーセンターは設立され，愛知県アレルギー疾患対
策医療拠点病院として，愛知県全域のアレルギー疾患
対策にも精力的に取り組んでいる。藤田医科大学総合
アレルギーセンターでは，呼吸器内科，小児科，耳鼻
科，眼科，皮膚科，そして，総合アレルギー科がタッグ
を組み，小児から成人，ご年配に至る幅広い年齢のアレ
ルギー疾患を持つ患者の診療にあたり，特に多臓器にわ
たり症状を呈し，検査や治療法に苦慮する症例に対して
は合同診療を行っている。また藤田医科大学総合アレル
ギーセンターの websiteでは情報提供の一環として『ア
レルギー情報ステーション』（http://www.fujita-hu.ac.jp/
general-allergy-center/information-station/）を設置し，以下
に述べるパッチテストやプリックテストの動画も掲載し
ているので参照されたい（Fig. 2～4）。

2. 藤田医科大学医学部総合アレルギー科について

アレルギー疾患に罹患する患者が増え続ける傾向にあ
るなか，その病態も複雑化し，治療が難しい方も少なく
ない。そのようなアレルギーに悩めるすべての患者を受
け止める医療を目指し，2017年（平成29年）1月1日，
藤田医科大学の第2教育病院であるばんたね病院に「総
合アレルギー科」（http://www.fujita-hu.ac.jp/~allergol/）が
新設された。筆者の矢上晶子は，皮膚科専門医であり，
藤田保健衛生大学（現，藤田医科大学）では恩師である
松永佳世子教授より指導を受け，2017年（平成29年），
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Fig. 1. 藤田医科大学ばんたね病院（愛知県名古屋市：名
古屋駅から JRで一駅（尾藤橋駅））．
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